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！
こ
の
国
の
ゆ
く
へ
・
・
・
へ
の
問
い
（
２
）

“
猛
暑
の
夏
八
月
、
広
島
六
日
・
長
崎
九
日
・
被
爆
七
一
年
の
「
原

爆
の
日
」
を
迎
え
、
一
五
日
の
終
戦
日
。
”

六
日
の
朝
、
広
島
で
は
「
原
爆
の
日
」
を
迎
え
、
松
井
一
実
広
島
市
長
の
「
平

和
宣
言
」
は
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
演
説
か
ら
「
恐
怖
の
論
理
か
ら
逃
れ
、
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
追
求
す
る
勇
気
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
」
の
一
説
を
引

き
、
原
爆
は
罪
の
な
い
人
々
を
殺
戮
し
た
「
絶
対
悪
」
。
そ
れ
を
許
さ
な
い
と

い
う
「
広
島
の
思
い
が
」
オ
バ
マ
氏
に
届
い
た
証
だ
と
し
て
各
国
指
導
者
ら
に

連
帯
を
呼
び
か
け
た
。
（
ロ
シ
ア
を
含
む
九
一
ヵ
国
の
代
表
が
出
席
、
三
〇
万

人
を
超
え
た
参
加
者
が
原
爆
死
没
者
を
追
悼
し
た
。
）

九
日
。
長
崎
で
は
、
田
上
富
久
市
長
が
平
和
宣
言
で
、
核
廃
絶
に
向
け
て
「
人

類
の
未
来
の
た
め
に
英
知
の
結
集
」
と
呼
び
か
け
、
被
爆
者
の
平
均
年
齢
が
八

〇
歳
を
超
え
る
中
、
若
い
世
代
に
向
け
て
継
承
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、

オ
バ
マ
米
大
統
領
の
広
島
訪
問
に
つ
い
て
「
自
分
の
目
と
、
耳
で
、
心
で
感
じ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
世
界
に
示
し
た
」
と
し
、
各
国
の
リ
ー
ダ
ー
や
市
長
に
、

被
爆
地
を
訪
れ
て
「
原
子
雲
の
下
で
人
間
に
何
が
起
き
た
の
か
を
知
っ
て
下
さ

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
核
兵
器
禁
止
の
法
的
枠
組
み
を
話
し
合
う
国
連

の
会
議
に
核
保
有
国
が
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
や
様
々
な
立
場
の
国
々
の
対

立
が
続
い
て
い
る
現
状
へ
の
懸
念
を
表
明
し
た
。

さ
て
、
求
め
ら
れ
て
き
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
と
は
『
近
年
、
核
兵
器
の

非
人
道
性
の
認
識
の
広
が
り
と
と
も
に
非
核
保
有
国
の
間
で
急
速
に
支
持
が

拡
大
し
て
い
る
。
核
兵
器
の
使
用
や
保
有
を
即
時
違
法
化
す
る
禁
止
条
約
▽
ま

ず
核
廃
絶
に
向
け
た
基
本
的
な
義
務
を
規
定
し
、
具
体
的
な
内
容
は
後
の
交
渉

に
ゆ
だ
ね
る
枠
組
み
条
約
、
な
ど
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
。
』
（
二
〇
一
六�

?

八�
?

七

朝
日
新
聞

朝
刊

２
総
合)

よ
り
。
条
約
が
進
ま
な
い
の
は
何
故
か
？

次
の
『
核
兵
器
廃
絶
へ
の
課
題
ー
「
核
帝
国
主
義
」
の
超
克
』
（
表
題
で
池
上

雅
子
著
の
提
起
か
ら
一
部
を
抜
粋
。
著
者
詳
細
は
後
記
注
一
）
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核
兵
器
の
廃
絶
の
課
題-

「
核
帝
国
主

義
」
の
超
克-

再
考-

核
と
人
類
（
二
）

〜

核
兵
器
と
帝
国
主
義
（
一
二
七

Ｐ
・
中
見
出
し
）

『
一
九
四
五
年
、
広
島
・
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
を
も
っ
て
人
類
は
核
の
時

代
に
突
入
し
た
。
そ
れ
は
単
に
物
理

的
に
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
た
核

兵
器
の
出
現
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
球

を
滅
ぼ
す
程
絶
大
な
破
壊
力
を
持
つ

絶
対
兵
器
を
手
に
し
た
権
力
が
恫
喝

の
論
理
に
よ
っ
て
他
者
を
支
配
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
人

類
社
会
に
お
け
る
政
治
秩
序
の
根
本

的
転
換
を
意
味
す
る
。

「
再
考

核
と
人
類
（
一
）-

原
爆
投

下
政
策
決
定
再
検
証
」
（
本
誌
二
〇
一
五

年
八
月
号
・
月
刊
誌
「
世
界
」
岩
波
書
店
）

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
広
島
・
長
崎

へ
の
原
爆
投
下
は
ま
ご
う
こ
と
な
き

戦
争
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
だ
が
、

か
く
も
大
規
模
で
組
織
的
な
人
道
に

対
す
る
罪
を
可
能
に
す
る
の
は
常
に
、

大
規
模
な
軍
事
力
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
資
源
（
経
済
産
業
、
金
融
、
科

学
技
術
、
情
報
、
人
材
等
々
）
を
集

中
的
に
掌
握
す
る
絶
対
権
力
の
存
在

で
あ
る
。
絶
対
権
力
の
極
限
形
態
は

帝
国
主
義
だ
が
、
か
つ
て
欧
米
列
強

が
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ

等
の
大
陸
各
地
で
行
な
っ
た
侵
略
と

植
民
地
支
配
は
、
常
に
先
住
民
の
組

織
的
な
大
量
殺
戮
を
伴
っ
た
。
』〜

『
新
た
な
局
面
に
入
っ
た
核
兵
器
問

題-

核
兵
器
実
践
使
用
の
危
険(

一
三
五

Ｐ)

『
核
兵
器
と
核
技
術
・
核
物
質
の

拡
散
は
防
ぐ
核
拡
散
体
制
が
確
立
し

て
半
世
紀
。
新
た
な
核
武
装
国
の
出

現
（
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス

ラ
エ
ル
、
北
朝
鮮
）
は
限
定
的
で
、

基
本
的
に
機
能
し
た
と
い
う
評
価
が

あ
る
一
方
、
核
軍
縮
は
進
ま
ず
核
廃

絶
は
ほ
ど
遠
い
手
詰
ま
り
間
が
強
い
。

実
態
は
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
二
〇
〇

九
年
プ
ラ
ハ
で
の
「
核
の
な
い
世
界
」

演
説
と
「
核
戦
争
の
悲
劇
」
を
叙
事

詩
的
に
語
っ
た
二
〇
一
六
年
の
広
島

演
説
が
空
疎
に
聞
こ
え
る
ほ
ど
深
刻

だ
。
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
は
肝
心
の
米
国
・
中
国
が

批
准
し
な
い
た
め
二
〇
年
以
上
未
発

効
の
ま
ま
だ
。
ま
た
現
行
の
各
軍
縮

論
議
は
、
桁
違
い
に
多
数
の
核
兵
器

を
擁
す
る
米
露
二
国
間
の
核
軍
縮
の

み
を
注
視
す
る
視
野
狭
窄
症
に
陥
っ

て
い
る
が
、
米
露
間
の
核
兵
器
は
冷

戦
時
代
に
確
立
し
た
相
互
確
証
破
壊

ド
ク
ト
リ
ン
が
現
在
も
機
能
し
て
い

る
。〜

中
略〜

米
国
は
向
こ
う
三
〇

年
間
に
一
〇
〇
兆
円
と
い
う
巨
額
な

予
算
を
投
じ
て
「
小
型
で
よ
り
精
度

が
高
く
ス
テ
レ
ス
性
で
放
射
性
降
下

物
も
少
な
い
」
即
ち
実
践
に
使
用
で

き
る
核
（B

6
1

-M
o
d
e
l

）
を
開
発
中

で
、
こ
れ
が
ロ
シ
ア
や
中
国
な
ど
他

の
核
保
有
国
の
核
戦
力
近
代
化
を
触

発
し
て
い
る
。
し
か
も
、
米
核
戦
略

軍
司
令
部
の
統
合
幕
僚
や
米
空
軍
幕

僚
が
「
核
兵
器
が
小
型
化
し
精
度
化

す
る
程
。
核
兵
器
使
用
の
有
効
性
が

高
ま
る
」
と
し
て
、
こ
う
し
た
「
使

え
る
ス
マ
ー
ト
な
小
型
核
兵
器
」
な

ど
の
「
新
し
い
核
兵
器
」
の
開
発
を

重
視
し
て
い
る
と
名
言
し
て
い
る
。
』

〜
す
で
に
『
「
核
兵
器
は
実
践
使
用

せ
ず
」
と
い
う
戦
後
半
世
紀
以
上
踏

襲
さ
れ
た
禁
忌
（
タ
ブ
ー
）
は
、
こ
こ

十
数
年
中
東
で
の
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」

や
「
人
道
的
介
入
」
「
独
裁
体
制
の

転
換
」
な
ど
の
大
義
名
文
で
間
断
な

く
続
く
軍
事
介
入
戦
争
で
、
す
で
に

な
し
崩
し
的
に
破
ら
れ
、
実
質
的
に

破
綻
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ

る
。
』〜

中
略〜

-

各
帝
国
主
義
の
超

克–

（
一
四
〇
Ｐ
）
『
冷
戦
時
代
の
米
国

随
一
の
東
ア
ジ
ア
研
究
専
門
家
チ
ャ

ル
マ
ー
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
教
授
は
、

晩
年
の
一
連
の
著
作
で
米
国
の
軍
事

覇
権
主
義
が
や
が
て
米
国
を
浸
食
し

て
ゆ
く
危
険
を
繰
り
返
し
警
告
し
た
。

そ
れ
は
、
「
世
界
一
三
〇
ヵ
国
（
そ
の

多
く
は
独
裁
国
家
）
に
七
三
七–

八
六

〇
の
軍
事
基
地
と
五
〇
万
人
以
上
の

軍
隊
や
ス
パ
イ
を
配
し
、
さ
ら
に
多

く
の
秘
密
諜
報
工
作
機
関
を
展
開
」

す
る
圧
倒
的
軍
事
覇
権
に
よ
る
世
界

支
配
、
み
え
ざ
る
「
ス
テ
ル
ス
帝
国

主
義
」
と
し
て
本
国
を
含
む
世
界
中

の
民
主
主
義
を
侵
食
す
る
も
の
だ
。

そ
し
て
米
国
の
「
帝
国
」
と
し
て
の

覇
権
の
基
盤
は
核
兵
器
を
は
じ
め
と

す
る
絶
大
な
軍
事
力
（
単
独
で
世
界
全

体
の
軍
事
支
出
の
約
三
六
％
）
に
依
拠
す

る
。〜

五
大
核
保
有
国
が
拒
否
権
を
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ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て

前
文
（
抜
粋
）

 
 

こ
の
条
約
の
締
約
国
は
、 

（
ａ
）

世
界
に
お
け
る
自
由
、
正

義
及
び
、
平
和
の
基
礎
を
な
す
も

の
と
し
て
、
人
類
社
会
の
す
べ
て

の
構
成
員
の
固
有
の
尊
厳
及
び
、

価
値
並
び
に
、
平
等
か
つ
、
奪
い

得
な
い
権
利
を
認
め
る
国
際
連
合

憲
章
に
お
い
て
、
宣
明
さ
れ
た
原

則
を
想
起
し
、

 

（
ｂ
）

国
際
連
合
が
、
世
界
人

権
宣
言
及
び
、
人
権
に
関
す
る
国

際
規
約
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
者

は
い
か
な
る
区
別
も
な
し
に
同
宣

言
及
び
、
同
規
約
に
掲
げ
る
す
べ

て
の
権
利
及
び
、
自
由
を
享
有
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
宣
明
し

及
び
、
合
意
し
た
こ
と
を
認
め
、

 

（
ｃ
）

す
べ
て
の
人
権
及
び
、

基
本
的
自
由
の
普
遍
性
、
不
可
分

性
、
相
互
依
存
性
及
び
、
相
互
関

連
性
、
並
び
に
、
障
害
の
あ
る
人

に
対
し
て
す
べ
て
の
人
権
及
び
、

基
本
的
自
由
の
差
別
の
な
い
完
全

な
享
有
を
保
障
す
る
必
要
性
を
再

確
認
し
、

 
（
ｄ
）
経
済
的
、
社
会
的
及
び
、

文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
、

市
民
的
及
び
、
政
治
的
権
利
に
関

す
る
国
際
規
約
、
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
国

際
条
約
、
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る

条
約
、
拷
問
及
び
、
他
の
残
虐
な
、

非
人
道
的
な
又
は
、
品
位
を
傷
つ

け
る
取
扱
い
又
は
、
刑
罰
に
関
す

る
条
約
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す

る
条
約
並
び
に
、
す
べ
て
の
移
住

労
働
者
及
び
、
そ
の
家
族
の
構
成

員
の
権
利
の
保
護
に
関
す
る
国
際

条
約
を
想
起
し
、

 

（
ｅ
）

障
害
〔
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ

テ
ィ
〕が
形
成
途
上
に
あ
る〔
徐
々

に
発
展
し
て
い
る
〕
概
念
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
障
害
が
機
能
障
害

〔
イ
ン
ペ
ア
メ
ン
ト
〕
の
あ
る
人

と
態
度
及
び
、
環
境
に
関
す
る
障

壁
と
の
相
互
作
用
で
あ
っ
て
、
機

能
障
害
の
あ
る
人
が
、
他
の
者
と

の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
社
会
に

完
全
か
つ
、
効
果
的
に
参
加
す
る

こ
と
を
妨
げ
る
も
の
か
ら
、
生
ず

る
こ
と
を
認
め
、 

（
ｆ
）
障
害
者
に
関
す
る
世
界
行

動
計
画
及
び
、
障
害
の
あ
る
人
の

機
会
均
等
化
に
関
す
る
、
基
準
規

則
に
規
定
す
る
原
則
及
び
、
政
策

指
針
が
、
障
害
の
あ
る
人
の
機
会

を
一
層
均
等
化
す
る
た
め
の
国
内

的
、
地
域
的
及
び
、
国
際
的
な
政

策
、
立
案
、
計
画
及
び
、
行
動
の

促
進
、
形
成
及
び
、
評
価
に
影
響

を
及
ぼ
す
に
当
た
り
、
重
要
で
あ

る
こ
と
を
認
め
、

 

（
ｇ
）
持
続
可
能
な
開
発
の
関

連
戦
略
の
不
可
分
の
一
部
と
し
て
、

障
害
問
題
の
主
流
化
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
、 

（
ｈ
）
ま
た
、
い
か
な
る
者
に
対

し
て
も
、
障
害
に
基
づ
く
差
別
が

人
間
の
固
有
の
尊
厳
及
び
、
価
値

を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

認
め
、

（
ｉ
）
更
に
、
障
害
の
あ
る
人
の

多
様
性
を
認
め
、

（
ｊ
）
障
害
の
あ
る
す
べ
て
の
人

（
一
層
、
多
く
の
支
援
を
必
要
と

す
る
障
害
の
あ
る
人
を
含
む
。）の

人
権
を
促
進
し
及
び
、
保
護
す
る

必
要
性
を
認
め
、 

 

（
ｋ
）
こ
れ
ら
の
種
々
の
文
書

及
び
、
約
束
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

障
害
の
あ
る
人
が
、
世
界
の
す
べ

て
の
地
域
に
お
い
て
、
社
会
の
平

等
な
構
成
員
と
し
て
の
参
加
を
妨

げ
る
障
壁
及
び
、
人
権
侵
害
に
依

然
と
し
て
、
直
面
し
て
い
る
こ
と

を
憂
慮
し
、

 

（
ｌ
）

あ
ら
ゆ
る
国
、
特
に
開

発
途
上
国
に
お
け
る
、
障
害
の
あ

る
人
の
生
活
状
況
を
改
善
す
る
た

差
別
県
禁
止
条
例
制
定
の
依
頼
書
（１
）

会
長

藤
田

幸
廣
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取
り
調
べ
の
録
音
・
録
画
（
可

視
化
）
の
義
務
化
や
司
法
取
引
の

導
入
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
刑
事
訴

訟
法
改
正
な
ど
の
「
刑
事
司
法
改

革
関
連
法
」
が
平
成
二
八
年
五
月

二
四
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
、

成
立
し
ま
し
た
。
六
月
三
日
に
公

布
さ
れ
、
公
布
後
三
年
以
内
に
施

行
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
刑
事
裁
判
で
は
、
お
よ

そ
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
被
告
人
が

犯
行
を
認
め
、
自
白
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
し
て
、
九
九
、
九
パ
ー

セ
ン
ト
の
事
件
で
有
罪
が
言
い
渡

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
要
因

は
裁
判
官
が
「
自
白
偏
重
主
義
」

に
引
き
ず
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、

前
回
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
要
因
は
、
平
成
二
二
年
、

再
審
で
無
罪
が
確
定
し
た
「
足
利

事
件
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

同
年
、
厚
生
労
働
省
の
局
長
だ
っ

た
村
木
厚
子
氏
の
無
罪
が
確
定
し

た
「
郵
便
不
正
事
件
」
と
、
冤
罪

無
罪
判
決
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
契
機
に
五
年
越
し
の
議
論
を
経

て
、
取
り
調
べ
の
可
視
化
を
義
務

付
け
る
本
法
律
が
成
立
し
た
わ
け

で
す
。
さ
ら
に
、「
取
り
調
べ
の
可

視
化
」
以
外
に
、「
司
法
取
引
の
導

入
」
や
、「
通
信
傍
受
の
対
象
犯
罪

が
大
幅
に
拡
大
」
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

司
法
取
引
と
は

こ
の
、
司
法
取
引
は
、「
日
本
版

司
法
取
引
」
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま

す
。「
司
法
取
引
」
と
聞
い
て
私
た

ち
が
思
い
出
す
の
は
、
ア
メ
リ
カ

映
画
に
登
場
す
る
制
度
で
す
。
先

ず
、
典
型
的
な
の
は
、
被
告
人
が

法
廷
で
有
罪
と
認
め
る
答
弁
な
ど

を
し
た
代
わ
り
に
、
検
察
側
が
求

刑
を
軽
く
す
る
便
宜
を
図
る
も
の

で
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
公
判
審

理
は
行
わ
れ
ず
、
量
刑
手
続
き
に

移
行
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
手

続
き
を
簡
素
化
し
て
、
迅
速
に
事

件
を
処
理
し
て
行
く
と
い
う
狙
い

が
あ
り
ま
す
（
自
己
負
罪
型
）
。

次
に
、
被
疑
者
・
被
告
人
が
共

犯
者
等
の
他
人
の
犯
罪
事
実
の
捜

査
や
訴
追
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
起
訴
の
免
除
や
よ
り
軽
い

犯
罪
事
実
で
の
起
訴
、
よ
り
軽
い

求
刑
、
自
ら
の
供
述
を
自
己
に
不

利
益
に
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
と
い

っ
た
利
益
を
与
え
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
（
捜
査
・
訴
追
協
力
型
）。

日
本
で
導
入
さ
れ
る
司
法
取
引

は
、「
捜
査
・
公
判
協
力
型
協
議
・

合
意
制
度
」
と
呼
ば
れ
る
手
続
き

で
す
。
一
定
の
薬
物
銃
器
犯
罪
、

経
済
犯
罪
を
対
象
と
し
て
、
被
疑

者
・
被
告
人
が
他
人
の
犯
罪
事
実

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
供
述
や

証
言
等
を
す
る
代
わ
り
に
、
検
察

官
が
不
起
訴
や
求
刑
の
軽
減
等
を

行
う
合
意
を
行
い
ま
す
。
裁
判
所

で
自
己
に
不
利
益
な
証
言
を
す
る

代
わ
り
に
裁
判
所
の
決
定
で
免
責

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
他
人
の
犯
罪
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
刑
事

処
分
が
軽
く
な
り
。
虚
偽
の
供
述

で
他
人
を
陥
れ
る
危
険
性
が
あ
る

こ
と
は
否
め
な
い
の
で
す
。
分
か

り
易
く
い
え
ば
、「
罪
を
軽
く
す
る

た
め
に
他
人
に
罪
を
な
す
り
つ
け

る
冤
罪
が
（
え
ん
ざ
い
）
生
ま
れ

る
」
と
の
懸
念
が
根
強
い
の
で
す
。

国
会
審
議
の
過
程
で
、
被
疑
者

と
捜
査
当
局
が
司
法
取
引
を
協
議

す
る
時
は
、
常
に
弁
護
士
が
関
与

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

内
容
に
修
正
さ
れ
た
の
で
す
。
付

帯
決
議
で
は
、
司
法
取
引
が
不
透

明
な
も
の
に
な
ら
ぬ
よ
う
協
議
の

刑
事
司
法
制
度
改
革
と

冤
罪
防
止
を
考
え
る
（
そ
の
二
）

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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直
方
市
ぶ
ら
り
散
策

「
楽
？
」
隠
居
の
身
、
す
る
こ
と

も
な
く
目
を
覚
ま
し
た
。
さ
て
何

を
し
よ
う
か
と
考
え
、
久
し
ぶ
り

に
電
車
の
旅
を
思
い
立
つ
。
と
い

っ
て
も
遠
く
へ
は
行
か
な

い
。「
遠
く
へ
行
き
た
い
」

と
い
う
曲
が
あ
っ
た
。
永

六
輔
氏
の
作
詞
で
あ
る
。

「
黒
い
花
び
ら
」
や
「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
な
ど

の
作
詞
家
と
し
て
も
有
名

で
あ
る
が
、
昭
和
人
間
の

私
に
は
永
六
輔
氏
の
文
化

論
に
は
ひ
か
れ
る
も
の
が

あ
っ
た
。

閑
話
休
題
。
思
い
立
っ
て
支
度

を
し
（
熱
中
症
対
策
と
し
て
特
製

飲
料
を
造
り
、
デ
ジ
カ
メ
）
い
ざ

出
発
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
で
行
く

と
点
検
休
止
中
。
忘
れ
て
い
た
。

午
前
中
は
休
止
と
の
張
り
紙
が
以

前
か
ら
貼
っ
て
あ
っ
た
。
車
椅
子

使
用
の
悲
し
さ
階
段
で
は
無
理
だ
。

仕
切
り
直
し
で
い
ざ
出
発
。
折

尾
駅
か
ら
直
方
駅
へ
。
直
方
駅
を

出
て
駅
頭
へ
。
魁
皇
関
の
銅
像
が

見
え
る
。
そ
の
目
線
を
追
う
と
垂

れ
幕
が
あ
っ
た
。
ま
も
な
く
開
か

れ
る
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の

車
椅
子
マ
ラ
ソ

ン
日
本
代
表
・

洞
ノ
上
浩
太
選

手
を
祝
う
、
垂

れ
幕
が
下
が
っ

て
い
る
。

時
間
は
前
後
す

る
が
、
あ
と
で

訪
問
し
た
施
設

で
直
方
市
の
市
報
を
見
つ
け
た
。

な
ぜ
目
が
行
っ
た
か
？
競
技
用

車
椅
子
（
レ
ー
サ
ー
）

が
表
紙
に
ド
カ
ン
と
載

っ
て
い
た
。
市
報
タ
イ

ト
ル
と
レ
ー
サ
ー
の
写

真
の
み
。
実
に
シ
ン
プ

ル
で
判
り
易
い
。
直
方

市
の
期
待
度
が
伺
え
る
。

魁
皇
関
が
勝
つ
と
花
火
が
上
が
っ

て
い
た
が
、
洞
ノ
上
選
手
が
優
勝

（
入
賞
で
も
）
し
た
ら
花
火
が
上

が
る
の
だ
ろ
う
か
。

商
店
街
を
散
策
す
る
と
「
街
は

大
き
な
図
書
館
」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
開
催
中
で
あ

っ
た
。
各
商
店

で
、
秘
蔵
の
本

や
品
を
展
示
し

て
い
る
。

ま
た
、
何
ら

か
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
ら
し
い
。

散
策
途
中
で
見
つ
け
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
（
努
力
も
含
む
）

写
真
で
は
分
か
り
に
く
い
か
も
し

れ
な
い
が
道
路
側
に
１０

セ
ン
チ

ほ
ど
の
段
差
が
あ
る
。
ス
ロ
ー
プ

の
傾
斜
を
優
先
し
た
の
か
？

 
 

 
 

＊

こ
れ
は
、
や
は
り
公
道
を
意
識

し
た
の
か
傾
斜
が
急
で
あ
り
、
お

ま
け
に
横
木
が
打
っ
て
あ
る
の
で

一
気
に
上
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

傾
斜
が
急
な
の
で
、
滑
っ
て
は
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い
け
な
い
、
と
い
う
配
慮
か
ら
だ

ろ
う
か
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊

次
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
休
憩
ス
ペ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
場
所
の
よ
う

で
あ
る
。
入
口
の
お
店
に
は
後
付

け
で
あ
る
が
ス
ロ
ー
プ
が
あ
る
。

少
し
傾
斜
が
急
な
の
と
ド
ア
の
前

も
傾
斜
に
な
っ
て
い
る
の
で
開
け

ら
れ
な
い
。
外
（
屋
根
あ
り
）
か

ら
店
員
さ
ん
の
顔
が
見
え
る
の
で
、

声
を
か
け
れ
ば
開
け
て
く
れ
る
。

ま
た
、
外
に
も
椅
子
テ
ー
ブ
ル

が
あ
る
の
で
外
で
食
べ
て
も
良
い
。

先
に
も
記
述
し
た
が
午
前
中
に

出
発
す
る
つ
も
り
で
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
動
い
た
ら
す
ぐ
に
出
た
の
で

お
昼
を
食
べ
て
い
な
い
。
直
方
名

物
焼
き
ス
パ
を
注
文
し
外
の
休
憩

ス
ペ
ー
ス
で
食
べ
た
。

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
「
ち
く
ち

く
ワ
ン
ダ
ラ
ン
ド
」
に
は
障
害
者

ト
イ
レ
も
設
置
し
て
い
る
。

入
口
の
ト
イ
レ
マ
ー
ク
に
は
男

女
の
マ
ー
ク
の
み
で
障
害
者
用
の

マ
ー
ク
が
な
い
。

 
 

 
 

 
 

＊

谷
尾
美
術
館
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

も
と
も
と
は
昭
和
初
期
の
医

院
を
改
装
し
、
開
館
し
た
私
立

美
術
館
で
あ
っ
た
。
２
０
０
０

年
に
市
に
寄
贈
さ
れ
、
２
０
０

１
年
４
月
に
開
館
し
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

古
い
建
物
で
あ
る
た
め
文

化
財
的
側
面
が
多
く
入
口
も

階
段
で
あ
る
。
市
有
に
な
っ
て

か
ら
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
急
傾
斜
の
ス
ロ
ー
プ
が
あ

っ
た
。
呼
び
出
し
ベ
ル
も
な
く

し
ば
ら
く
覗
い
て
い
た
ら
女

性
が
出
て
き
た
。
押
し
ま
す
と

の
こ
と
。
不
安
だ
っ
た
の
で
も

う
一
人
呼
ん
で
も
ら
う
。

呼
び
鈴
は
設
置
さ
れ
て
い

た
が
子
供
の
い
た
ず
ら
が
多

く
、
外
し
た
と
の
こ
と
。
な
ら

ば
、
電
話
番
号
だ
け
で
も
ど
こ

か
に
記
載
し
て
お
い
て
ほ
し

い
と
要
望
し
た
。

最
後
に
、洞
ノ
上
浩
太
選
手
の

健
闘
を
祈
っ
て
筆
を
お
く
。

北
九
州
支
部

白
川
長
廣


